
進路だより 
札幌市立新琴似中 学校 

２０２６．５．２２ 発行  

      特 別 号  

全学年対象の修学支援金・奨学金の案内 

 「公益財団法人加藤山崎教育基金」から、①「修学支援金」、②「奨学金」の２種類の

案内が札幌市教育委員会を通して届きました。①は中学生全学年が対象、②は中学２年生

が対象でしたので「進路だより 特別号」としてお知らせします。 

                            （募集要項から抜粋） 

①「第１８回（令和８年度）加藤山崎修学支援金」 

１．応募資格 次の（１）から（４）のすべてに該当する者 

  （１）小学校４～６年生・中学生１～３ 年生・高校１～３年生 

  （２）前年度の成績評定平均が 2.7 以上。5 段階でない場合はそれに準ずる者 

  （３）学習に意欲的または成績優秀で品行方正である者 

  （４）学校長が推薦する者（1 校につき 3 名まで） 

  その他の条件……・②の「奨学金」（裏面）との併給はできません。 

          ・世帯の年間所得 200 万円未満を目安とします。 

          ・願書内容、成績、家族構成も考慮します。 

２．修学支援金の使途 

  （１）学業に関する費用 

  （２）学校生活を送るのに必要となる費用 

３．給付期間と給付額 

   給付期間…在校する学校を卒業するまでの期間（最大 3 年間） 

   給付額……中学生は、年額 5～7 万円（申請内容を精査し、金額が決まる） 

４．応募方法、必要書類 

   応募方法…中学校を経由して、申請する。 

   必要書類…願書（保護者自筆）①家庭環境調査 

        ①～③  ②希望理由（700 字）の作文 

                 ③修学支援金の使途（200 字）の作文 

    願書（生徒自 筆）→指定の 400 字原稿用紙 3 枚（1200 字）の作文           

        前年度の成績を証明する書類 

        所得や控除に関する証明書類 

５．採用予定人数 全国で約 200 名 

       全国の小学校４・５・６年・中学校１～3 年・高校 1～3 年 が対象 

６．募集期間 中学校からの「オンライン申請」締切日が 6 月１９日（金）17 時です。 

       ご家庭での準備や、中学校でも準備・作成する書類などがありますので、 

保護者からの申し出の校内締め切りは、５月２８日（木）までとします。 

       ご協力ください。 

７．選考方法 当該団体で審議、決定されます。 

８．結果通知 8 月末までに、中学校に通知されます。 

９．贈呈式  数名が、令和９年３月開催予定の贈呈式に招待されます。 

10．報告義務 毎年 1 回（２～3 月に）、『報告書』（指定様式）を中学校経由で提出。 



②「第２０回（令和８年度）加藤山崎奨学金」 

１．応募資格 次の（１）から（３）のすべてに該当する者 

  （１）小学校５年生、中学校 2 年生、高校２年生 

  （２）学業全般もしくは文化・芸術・科学分野で優秀な成績をおさめており、品行方

正であること。前年度の成績評定平均が 4.3 以上。 

  （３）学校長が推薦する者（1 校につき 3 名まで） 

 その他の条件……①の「修学支援金」（表面）との併給はできません。 

２．修学支援金の使途 

  （１）学業もしくは文化・芸術・科学分野等、給付対象となる分野での諸活動費 

  （ ２ ） 学 業 向 上 も し く は 給 付 対 象 と な る 分 野 で 必 要 と な る 経 費 （ 学 費 等 ） へ の 充 当           

３．奨学金の給付回数および給付額 

   給付回数…採用した年度内に 1 回限り 

   給付額……3 万円 

４．応募方法、必要書類 

   応募方法…中学校を経由して、申請する。 

   必要書類…願書（生徒記入）「奨学金の使途、将来の夢（約 300 字）」の作文、 

    前年度の成績を証明する書類 

５．採用予定人数 全国で約 250 名 

   全国の小学校５年生・中学校２年生・高校２年生 が対象  

６．募集期間 中学校からの「オンライン申請」締切日が 6 月１９日（金）です。 

       ご家庭での準備や、中学校でも準備・作成する書類などがありますので、 

保護者からの申し出の校内締め切りは、５月２８日（木）までとします。 

       ご協力ください。 

７．選考方法 当該団体で審議、決定されます。 

８．結果通知 8 月末までに、中学校に通知されます。 

９．贈呈式  数名が、令和９年３月開催予定の贈呈式に招待されます。 

10．報告義務 採用年度と卒業年度の２～3 月に（計 2 回）、奨学生の手書きによる 

『報告書』（指定様式）を、中学校経由で提出。 

 

 

今回の奨学金の確認と補足 

①は、小学校４年生～高校３年生が対象です。 

②は、小学校５年生・中学校２年生・高校２年生が対象です。 

 採用人数は、人口比で考えると、①②ともに北海道で小学生・中学生・高校生合わせて

１０名程度です。札幌市で考えると小学生・中学生・高校生合わせて３名程度となります。

希望して書類を提出しても、採用はかなりの狭き門となることが予想されます。 

 また、採用となり、奨学金を受け取ることになった場合は、年に１～２回『報告書』を

提出しなければなりません。提出を怠ると、次年度以降、本校からの応募は受け付けても

らえなくなります。ご注意ください。①②ともに、希望者は担任まで申し出てください。

後日、申請に関する書類をお渡しします。 

 

 なお、３年生に限ると、高校入学後に受け取れる「札幌市奨学生」「札幌市特別奨学生」

等、採用人数が比較的多い奨学金の案内が２学期以降に届きます。 

案内が到着次第「進路だより」で紹介していきます。  


